
研究機関名：香川大学医学部附属病院 
 
承認番号  

課題名 神経膠腫におけるマルチモダール画像解析による分子診断技術の開発 

研究期間 倫理委員会承認日 ～ 2028 年 3 月 31 日 
研究の対象 2010 年 1 月以降に香川大学医学部附属病院に入院中あるいは通院中の神経膠腫症例

全例 
利用する試料・情報

の種類 

 

 

☑診療情報 

 ・年齢、性別、病理診断名、治療内容、治療経過（予後を含む） 
 ・病理標本に対する免疫染色あるいは FISH からわかる遺伝子変異 
 ・術前、術後、経過中の放射線画像（DICOM 画像）） 
☑手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：脳腫瘍組織ならびに病理標本） 

□血液 

□その他（ ） 

研究の意義、目的  「神経膠腫」という脳腫瘍の診断・治療のためには様々な脳に関する画像検査

を行います。具体的には、CT、MRI、PET 検査などといった脳画像検査を指す

のですが、このような多数の検査（マルチモダール画像検査と呼びます）を比較

することによって、各患者さんにとって最適な治療法や診断を決定しています。

その一方で、近年このような画像検査技術もめざましく向上しているのですが、

「これら画像検査所見が実際に患者さんの脳や腫瘍の状態とどのように相関し

ているのか？」という本質的な問題は未だに解明されていないのが現状です。「ど

のように画像検査の方法を工夫すれば、正しい診断に至るか」や「画像検査のど

こに着目すれば今行っている治療の効果判定が正確にできるか？」という問題が

解決できていないのです。 
 本研究では、手術で摘出した腫瘍組織や患者さんの臨床経過と画像検査のデー

タを解析して、神経膠腫の画像診断技術を向上させることを目指しています。 

研究の方法 （１）対象となる患者さん 
 当院、脳神経外科に通院または入院していた患者さんで、神経膠腫の方を対象

としております。ただし、合併症や治療経過により不適切と判断した患者さんは

除きます。 
（２）研究方法 
 治療中に撮影した各種放射線学画像（具体的には CT、MRI、PET 検査）を手

術で得た腫瘍の病理標本や治療経過と比較して、放射線画像に何か神経膠腫の進

行を予想できるような情報が含まれていないかどうかを検索します。画像解析は

私たちが開発した独自のソフトウエアを使用します。 
（３）検査および観察項目 
 この研究で調べる内容は以下の通りです。 
 ・年齢、性別、病理診断名、治療内容、治療経過（予後を含む） 

情報公開文書 （単施設用）  



 ・病理標本に対する免疫染色あるいは FISH からわかる遺伝子変異 
 ・術前、術後、経過中の放射線画像（DICOM 画像） 

その他  今回の研究のために実施する画像解析費用は私たちの研究費で負担します。

又、ご参加いただくにあたって、謝金などのお支払いはありません。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記

の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあ

りません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：三宅 啓介 

香川大学医学部附属病院 脳神経外科 

所在地：香川県木田郡三木町池戸１７５０－１ 

電 話：087-898-5111 

 


